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拝啓　早春の候、貴社ますますご隆昌のこととお慶び申し上げます。

さて、このたびは貴社社長ご令室ご逝去の報に接し、突然のことと信じがたく、ただただ驚愕と深い悲しみに包まれております。心よりお悔やみ申し上げます。

つい先日までご闘病中ながらもお元気を取り戻されつつあるとうかがっておりましただけに、このような訃報に接し、まことに無念に存じます。
奥様には、平素より社長さまを陰に陽にお支えになり、また地域社会や社員の皆様にも温かなご厚情を賜っておりましたこと、改めて深く敬意と感謝の念を覚えております。

ご家族の皆様のご心痛は察するに余りあり、なかんずく社長さまにおかれましては、永年の良き伴侶を失われ、お寂しさはいかばかりかと拝察申し上げます。
どうかご無理をなさらず、心身ともにご自愛のうえ、一日も早く穏やかな日々を取り戻されますようお祈り申し上げます。

なお、些少ながらご霊前にお供え申し上げたく、御受納賜りますれば幸いに存じます。

まずは略儀ながら書中をもって、深甚なるお悔やみを申し上げます。

敬 具
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